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■ EdTech ツールの概要

ラーニングスケルトンAIの特徴
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■ EdTech ツールの概要

〇ツール利用料

<中学校向け基本パッケージ> 1年間 4,640,000円（税抜）

内訳・システム利用料 ・サポート費用（導入時研修、導入後サポート、

ツール保守等） ・コンテンツ使用料（主要科目及び英検、等 計13科目）

・校内アカウント数フリー

<高等学校向け基本パッケージ> 1年間 8,288,000円（税抜）

内訳・システム利用料 ・サポート費用（導入時研修、導入後サポート、

ツール保守等） ・コンテンツ使用料（主要科目及び英検、TOEIC、

情報系コンテンツ、等 計30科目） ・校内アカウント数フリー
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■学校等教育機関の抱える課題
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■ EdTech導入補助金2022における活用事例

ラーニングスケルトンAIでは、アクティブラーニングや遠隔授業、ドリル学習に活用可能な、AI

活用型ドリル、AI活用学習スケジュール、コネクトシートなどの機能を使うことができます。

その中でも、AIによる探究学習機能「AI探究」は、シート上の単語をAIが拾って自動的に検索でき

るページや関連動画のページにリンクされるので、調べ学習に最適です。この「AI探究」機能は

コネクトシートをはじめ、ドリル上にも搭載されており、

単に問題を解くだけではなく、理解を深める学習に役

立っています。コネクトシートは、先生の板書シートの

イメージで、そこに生徒が検索や調べによって得た答え

や考えを文字や図、写真などで表現していきます。

マインドマップのような活用も可能です。
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■補助事業において実施したサポート内容

〇教員及び生徒の個別ID、アカウントを設定し登録、セッティング

（※通常の導入時はID・アカウントの設定、登録、セッティングは当方からの説明により導入

校様で行っていただきますが、当補助事業におきましては当方にて実施をいたしました）

〇管理者用操作マニュアルの作成

〇教員、生徒用操作マニュアルの作成

〇担当者向け特別マニュアルの作成

〇サポート体制についてのご案内

サポート窓口 support@media-5.co.jp

にて受付、及び担当者連絡先を伝達

mailto:support@media-5.co.jp
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〇東京都教育委員会

東京都立三鷹中等教育学校様

1～6年次の生徒及び教員向けに

に中学版、高校版を導入いたしました

■ EdTech導入補助金2022における導入実績
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■ EdTechツールによる活用効果

「AI探究」機能を調べ学習で活用することにより、検索を効率よく実施でき、探究学習が充実するこ

とによって、生徒が自主的に学びに取り組む姿勢がみられるように

なった、とのご意見をいただいております。調べた結果を写真や表、

あるいはURLで画面に貼り付け、タブレットを使用すれば、

いつでも、どこからでも使え、手軽に遊ぶ感覚で学習ができる、

生活に密着した使い方ができているのは大きな活用効果であると

いえます。また、AI活用型ドリルについては、前回不正解の問題

だけ、ケアレスミスしたものだけ、などの選択出題が可能なため、

効率よく学力アップが図れています。
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■ EdTechツールを活用した児童・生徒・教員のコメント感想等

●生徒

・いろいろな科目のドリルがあって学習に便利

・AI探究を使うと検索が速くできて、調べる手間が省ける 他

●教員

・WordやPowerPointで作成したものをコネクトシートに貼り付けできるのがよい

・コネクトシートに動画の貼り付けができるので授業の流れがスムーズになった

・コネクトシートをまとめてキーワードをCSVファイルに抽出し、生徒の理解度を可視化する、

という活用方法を採用しており役立っている（外部のテキストマイニングツールも使用）

・生徒の学習状況の把握ができる

・オリジナルドリルの作成やプリントができるのがよい

・機能が多く、使いこなせていない 他



EdTech導入補助金2022

■ EdTechツールの導入・運用における課題とその改善策

教員によってICTスキルに差があり、スキルの高い教員はボタンを触ったり画面を展開していきな

がら主体的にできることを探して教員自身が活用しやすいパターンを形成することができていま

すが、苦手な教員については、生徒の自主学習時のドリルの使用のみに留まっている、もしくは

使用していない、という状況が生じております。コネクトシートやオリジナルドリルは、教員間

でのデータ（ファイル）共有が可能で、活用次第で負担軽減に繋がる機能ですが、先生をラクに

する、という目的の達成には未だほど遠いのが実情といったところです。

ラーニングスケルトンAIは多機能であり、教員の担当科目やICTスキル、また、導入校の状況に

よって活用法が異なるため、今後は、ICTスキル別、科目別などのグループごとの研修開催、導入

校の状況の事前ヒアリングなど、教員が当ツールを安心して有効活用いただける環境を構築して

いくことを改善策と捉えております。
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■会社概要

本 社
〒330-0063

埼玉県さいたま市浦和区岸町５丁目１４番９号

TEL：048-827-3535 ／ 048-711-2624

FAX：048-827-3555

代表取締役 北畠 謙太郎

略 歴
1960年埼玉県生まれ、埼玉大学教育学部卒。コナミを経て日本総研研究事業本部所

属研究員として勤務。その間、IT技術、マルチメディア、インターネット、医療シス

テム、学校経営、ナレッジマネジメント等多数のプロジェクトを手がける。1999年

「エデュカートリッジ・データ・システム」を考案・開発（米国特許、国内特許取

得）。著書に、『明日の事業開発』（共著）、『究極の経営』がある。

設 立 1993年11月 （創業 1992年6月）

資本金 97,000,000円

業務内容
コンピュータソフトウエアの開発・販売、書籍の出版

デザイン・経営コンサルティング・広告代理業・ネットワークサービス

株式会社メディア・ファイブ

担当窓口 企画事業部 渥美弥栄子

atsumi@media-5.co.jp
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